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　　　　　　　　　　～坪谷川河川プール～

　7月13日、牧水公園河川プール開きが行われました。

午前10時30分から安全祈願のための神事に続いて、坪谷中3年生と

坪谷小6年差合計30名が泳ぎ初めをしました。
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新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
東
郷
町
民
会
議
は

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
東
郷
町
民

会
議
の
総
会
が
6
月
2
5
日
、
役
場
講

堂
で
行
わ
れ
、
①
昨
年
度
の
事
業
実

績
及
び
決
算
に
つ
い
て
、
②
町
民
会

議
の
組
織
体
系
及
び
運
動
の
進
め
方
、

⑥
平
成
2
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
、
④
役
員
の
改
選
に
つ

い
て
等
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
織
体
系
を
見
直
し

今
年
度
か
ら
の
新
ひ
む
か
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
運
動
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　
は
、
新
た
に
組

　
　
　
　
　
　
織
体
系
を
見
直

　
　
　
　
　
　
し
、
運
動
の
主

　
　
　
　
　
　
体
を
各
地
区
公

　
　
　
　
　
　
民
館
、
各
地
区

　
　
　
　
　
　
婦
人
会
な
ど
八

　
　
　
　
　
　
団
体
に
よ
り
編

　
　
　
　
　
　
成
し
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
れ
の
組
織
の
運

　
　
　
　
　
　
動
項
目
、
事
業

　
　
　
　
　
　
計
画
を
町
民
会

　
　
　
　
　
　
議
の
町
民
運
動

　
　
　
　
　
　
と
し
て
集
約
し

　
　
　
　
　
　
て
い
く
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
町
民
全
体
が
こ

　
　
　
　
　
　
の
会
議
の
構
成

　
　
　
　
　
　
員
と
な
り
ま
す
．
、

運
動
の
名
称
は

　　

@
「
は
つ
ら
つ
」

　
町
民
会
議
全
体
の
運
動
の
名
称
は

「
は
つ
ら
つ
運
動
」
に
決
定
さ
れ
、

さ
ら
に
運
動
項
目
と
し
て
、
①
美
し

い
環
境
づ
く
り
、
②
町
民
の
健
康
づ

く
り
、
③
青
少
年
の
健
全
育
成
を
定

め
、
地
域
の
各
団
体
の
中
か
ら
こ
れ

ら
の
運
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
か
ら

公
民
館
連
絡
協
議
会
、
婦
人
連
絡
協

議
会
、
青
年
団
協
議
会
、
子
ど
も
育

成
会
連
絡
協
議
会
、
P
T
A
連
絡
協

議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
六
団

体
へ
、
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
の
助

成
と
し
て
計
五
十
万
円
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
会
長
に

　
　
原
田
昇
氏

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

つ
い
て
は
、
前
会
長
の
都
甲
鶴
男
さ

で
す”

∪
　
・

！

新
会
長

　
　
あ
い
さ
つ

瓢
三
一
、
．

昇田

運
動

ん
が
辞
職
さ
れ
、
新
会
長
に
鶴
野
内

の
原
田
昇
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
副
会
長
に
は
公
民
館
連
絡
協
議
会

長
の
磯
貝
一
さ
ん
と
婦
人
連
絡
協
議

会
長
の
小
林
紘
子
さ
ん
、
理
事
に
は

各
構
成
団
体
長
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
会
長
職
を
務
め
ら
れ

た
都
甲
鶴
男
さ
ん
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
木
村
町
長
か
ら
感
謝
状

が
送
ら
れ
ま
し
た
。霧

ξ訓
L」嶋

レ
感
謝
状
を
受
け
る
都
甲
前
会
長

原

　
こ
の
た
び
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動

東
郷
町
民
会
議
の
役
員
改
選
に
よ
り

前
会
長
都
甲
鶴
男
さ
ん
の
後
を
受
け
、

大
役
を
引
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
．
、

浅
学
非
才
の
者
で
あ
り
ま
す
が
、
町

民
各
位
の
御
指
導
、
御
鞭
捷
の
程
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
会
長
は
永
年
に
わ
た
り
、
教
育
、

文
化
、
町
政
全
般
に
と
よ
く
尽
力
さ

れ
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
深
甚
の
敬

意
を
表
し
ま
す
．
、

　
ひ
む
か
づ
く
り
と
申
し
ま
し
て
も

一
朝
一
夕
に
し
て
で
き
あ
が
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
、
相
互
の
団
体
、

グ
ル
ー
プ
、
職
場
に
お
い
て
、
ま
た

町
民
各
人
が
話
合
い
地
域
に
合
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
環
境
づ
く
り

を
し
、
最
も
恵
ま
れ
た
豊
か
な
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
行
い
、
子
孫
の
人

々
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
東
郷
町

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
尚
一
層
の
ご
協

力
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

、
つ
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つ
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辛斤　ひ　む　か　づ　く　り　運動

戟@郷　町　民　会　議

公
民
館
連
絡
協
議
会

1

観 む 老 P f 青 婦

皇 人 T 乞
年 人

光
　
　
協

己
推
進
協
議

ク
ラ
ブ
連
合

A
連
絡
協
議

蔑
窪
麓
議

団
協
議

連
絡
協
議

医
三

会 会 会 会 会 会 会 5

i
個 別 運 動 項 目

地
区
公
民
館

コ
コ
コ
　
コ
コ
ロ
コ
ロ
　
　
　
コ
コ
　
ロ
　
　
し
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
　
コ
コ
コ
コ
ロ
　
コ
コ
　
ロ
コ
　
コ
コ
　
　
　
　
ロ
し
ロ
コ
　

…一

地
区
婦
人
会
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8
月
1
0
日
は
．

　　

@
『
迫
⑳
日
』

建
設
省
で
は
、

新ひむかづくり運動組織体系

活力にみちた牧水のふるさとづくり

はつらつ運動
り
り
成

く
く
育

つ
づ
全

身
康
江

東
健
の

い
の
嘉

し
民
少

美
町
回

①
②
③

地
区
青
年
団

地
区
子
ど
も
会
育
成
会

単
位
P
T
A

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
へ
V
、
．
・
．
∵
．
：
．
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
今
後
の
道
路
整
備

｝
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路

一
の
意
義
・
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

…
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る

…
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る
こ

…
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

…
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
八
月
十
日
を

　
「
道
の
日
」
と
定
め
、
様
々
な
行
事

一
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
八
月
十
日
が
「
道
の
日
」
に
選
ば

㎝
れ
た
理
由
は
、
①
大
正
九
年
八
月
十

…
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
に

…
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次

　

…
道
路
改
良
計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、

　

…
②
広
く
一
般
国
民
に
定
着
し
て
い
る

…
・
道
路
を
ま
も
る
月
間
L
（
八
月
】

　

…
日
～
八
月
三
十
一
日
）
の
期
間
中
で

｝
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
・

…

　一’D「一一一一一一一一一一一一一一

参
加
団
体
・
個
人

　　　一　　「　層　　’　層　　「　響　　ρ　響　　．　8　　「冨　「

参
加
団
体
・
個
人
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難惣

ξ
遵
麺
藩
繋

　
　
　
　
　
　

で
す
く
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ノ
　
ノ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ぐ

　
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
…

に
す
る
た
め
に
は
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
基
本
的
施
設
で
す
が
、
欧
米
…

諸
国
と
比
べ
る
と
2
分
の
1
以
下
の

整
備
水
準
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
遅
れ
｝

て
い
ま
す
。
二
十
【
世
紀
に
向
け
て
、

急
速
な
高
齢
化
な
ど
国
民
生
活
を
取
…

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、

真
に
豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
今
こ
そ
積
極
的
な
道
づ
…

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
…

　
「
空
気
」
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
…

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
㎝

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
道
路
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
日
の
「
道
の
日
一
を
き
っ
か
…

け
に
も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い
も
…

の
で
す
・
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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　▼まだまだ若い
　　　　　　　　～老人ホーム交歓大会～
　6月19日、牧水公園「ふるさとの選一で、県北養護老

人ホームの交歓大会が行われました。

　これは養護老人ホームをもつ県北の7市町村が毎年持

ち回りで行っているもので今回が13回目になります。

　当日は、お年寄りによる舞踊や寸劇、楽器演奏をはじ

め職員による出し物も行われ、練習を重ねた成果を披露

しました。

＼

＜
デ
ン
フ
ァ
ー
レ
（
洋
蘭
）

　
　
　
　
　
　
　
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
マ
ス
ダ
洋
蘭
（
社
長
桝
田
隆
さ
ん
）
か
ら
、
デ
ン
フ
ァ
ー

レ
と
い
う
洋
蘭
が
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
一
．

　
桝
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
東
郷
町
田
野
出
身
（
稲
田
喜
長
さ

ん
三
女
幸
代
さ
ん
）
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
花
が
宮
崎
県
の

風
土
に
よ
く
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
で
の
栽
培

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
，

r

駆鎌
ゴ礪

陰湿
二 麺繭

　　　▲7レーキは大丈夫学

　　　　　　　　　　　　～自転車点検～
　7月10日、高校各種学校父母の会は、東郷町から日向

市内の高校へ自転車通学している生徒の自転車点検を実

施しました．

　当日は、父母の会役員と日向警察署、山陰駐在所、高

校の生徒指導の先生、教育委貝会、また畝原自転申店の

協力によりブレーキやライトの点検を行い交通安全を呼

びかけました．

レ
牧
水
公
園
に
ソ
ー
ラ
ー
時
計

　
牧
水
公
園
「
ふ
る
さ
と
の
家
　
前
に
ソ
ー
プ

i
時
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
．
一

　
全
体
の
高
さ
は
5
m
、
時
計
の
大
き
さ
は
7
0

㎝
×
7
0
㎝
で
、
約
5
0
万
円
か
か
り
ま
し
た
．
．

　
な
お
、
こ
の
経
費
の
一
部
に
県
北
生
コ
ン
組

合
か
ら
の
寄
付
金
を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
．
．

＜
ア
サ
ヒ
生
コ
ン
か
ら

　
　
　
3
0
万
円
寄
付

　
福
瀬
出
口
の
ア
サ
ヒ
生
コ
ン
有
限

会
社
か
ら
東
郷
町
へ
、
一
町
の
た
め

に
お
使
い
く
だ
さ
い
一
と
3
0
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た

有
音
心
門
に
活
旧
用
さ
せ
て
い
た
だ
を
㌔

ま
す
．
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

ウ

▼プール開き～山陰保育園～

　6月30日に小野田の山陰保育園でプール開

きがありました一

　チーフ．カ・トのあと、さっそくフ．一ルでつ

なぎつかみを行い楽しそうでした，

て
　
な
ぬ
　
　
を

　
　
層
唖

礎
藤

』
㌢

町報とうこう 平成2年8月号141

予想以上の価格で
7月置子牛セリ市

　7月の3、4、5日に東臼杵郡市三連で行われた7月期子牛セリ市は、

来年4月からの牛肉輸入完全自由化をふまえ心配されていましたが、東郷町

の平均価格は470．719円で、市場全体の平均価格457．958円を上回リました

．鷲

ρ　　●

　　　o
　も

平成2年7月期子牛セリ市成績表（東郷町）

7月3日 7月4日 7月5日 計 2年4月セリ市 1年6月セリ市

出場頭数 17頭 16頭…　13頭 46頭 43頭 37頭

全体 　　　　　　　　　　　1S，702kg　　　　　　4，411kg：　　　　　3，787kg 12，900kg 11，683kg 9，963kg

体重　　　平均
277kg　　　　　　　　276kg　　　　　　　　291kg 280kg 272kg 269kg

雌
　
　
牛

全体 6，987，520円　7．230，600円　5．397，200円 19，615，320円 19，090．020円 15，231，640円

価格　　　平均
　　　　　　　　　　　　．S11，031円　　451，913円　　415，169円 426，420円 443，954円 411，666円

最高価格 619，030円　　632．420円　　674，650円 674，650円 736，450円 754，990円

最低価格 318，270円　　299，730円　　294，580円 294，580円 316，180円 207，030円

出場頭数 20頭　　　　19頭．　　　26頭 65頭 54頭 37頭

　　　全体
ﾌ重

5，843kg　　　　　　5，374kg　2　　　　　7，558kg 18，775kg 14，550kg 9，977kg

平均 292kg　　　　　　　　283kg：　　　　　　　291kg 289kg 269kg 270kg
去
　
勢
　
牛

　　　全体
ｿ格旨

9，976，580円　9，212，320円！13．445，620円 32，634，520円 25，669．660円 17，627，420円

1平均 498，829円　　484，859円…　517，139円 502，070円 475，364円 476、417円

1最高価格 592，250円：　623，150円　　653，020円 653，020円 648，900円 620，060円

最低価格
375，950円i347，11。円　256，470円

256，470円 330．630円 376，980円

出場頭数 37頭1　　35頭　　　　39頭 111頭 97頭 74頭

全体体重
10，545kg！　9，785kg；　11，345kg

3！6．753kg 26，233kg 20．014kg

訓平均体重
285kg　　280kg　I　　291kg　　　　　　　　　　E

285kg 270kg 270kg

…全体価格 16，964．100円　16．442，920円：18．842，820円
52．249．840円 44，759，680円 32，859，060円

【1平均価格 458，489円　　469，798円　　483，149円 470，719円 461，440円 444，041円

相談所

鼠、
π／　りr

旧◎』＼／

8
凋
陰

身
元
確
認

　　

@　

@
強
化
月
間

　
警
察
で
は
、
8
月
中
を
「
身
元
確

認
強
化
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お

り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
、

　
こ
の
月
間
は
、
家
出
し
て
行
方
の

わ
か
ら
な
い
人
の
所
在
を
捜
し
、
ま

た
、
身
元
不
明
死
者
の
身
元
の
確
認

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
御
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
期
日
　
8
月
9
日

目
　
　
　
　
　
1
0
日

▽
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
〔
日
向
市
大
字
富
高
中
原
凱
3
）

▽
そ
の
他

　
・
相
談
は
無
料
で
す

　
・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
・
相
談
に
来
ら
れ
る
時
は
、
行
方

　
　
不
明
者
の
顔
写
真
や
身
体
特
徴

　
　
な
ど
の
資
料
を
お
持
ち
い
た
だ

　
　
く
と
参
考
に
な
り
ま
す
。
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弟
子
た
ち
①
漏

黒
木
伝
松

○
尾
鈴
嶺
の
紫
い
ま
も
変
ら
ね
ば
見

　
て
お
り
吾
を
生
み
し
漢
の
秋

○
歌
碑
に
酒
注
ぐ
に
黒
く
濡
れ
ゆ
く

　
石
先
生
久
し
ぶ
り
に
私
が
朗
詠
し

　
ま
す

　
こ
の
二
首
は
、
黒
木
伝
松
が
昭
和

二
卜
八
年
九
月
の
牧
水
祭
に
、
熊
本

県
潤
水
村
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
作

r．

ｽ
歌
で
す
．
一
伝
松
は
朗
詠
が
と
て

も
上
手
で
牧
水
の
直
伝
弟
子
と
言
わ

れ
た
程
で
し
た
。

〔
若
山
喜
志
子
（
牧
水
の
妻
）
に
寄

　
せ
る
〕

O
し
ら
髪
の
さ
ら
り
と
老
い
て
人
間

　
の
な
ほ
か
な
し
み
の
歌
ひ
び
か
し

　
む〔

昭
和
三
十
年
作
〕

O
子
ら
あ
ま
た
率
い
て
の
た
つ
き
の

　
鎚
の
音
は
冬
空
に
冴
ゆ
る
昨
日
も

　
今
日
も

○
騒
が
し
く
あ
ら
が
ふ
世
に
も
鍛
治

　
わ
れ
は
鉄
と
か
し
打
ち
己
浄
め
ん

〔
昭
和
三
十
六
年
作
〕

○
老
い
そ
め
て
夢
は
故
里
尾
鈴
嶺
の

　
紫
遠
く
心
に
ぞ
沁
む

　
黒
木
伝
松
は
日
向
市
空
知
屋
に
生

ま
れ
、
坪
谷
多
淫
ノ
木
に
一
家
が
移

住
し
鍛
治
屋
を
し
て
い
た
。
伝
松
は

坪
谷
小
学
校
に
学
び
、
山
陰
尋
常
小

学
校
高
等
科
に
矢
野
団
治
等
と
共
に

通
学
し
た
。
二
人
は
こ
の
時
代
よ
り

仲
よ
し
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
父
松
次
郎
は
一
家
を
引
き

つ
れ
鶴
野
内
に
居
を
構
え
、
そ
こ
で

鍛
治
屋
を
続
け
た
。
伝
松
青
年
は
そ

こ
で
父
を
相
手
に
鎚
打
ち
し
て
い
た
．
、

　
大
正
十
一
年
十
月
、
二
十
歳
の
時

牧
水
を
慕
っ
て
上
京
し
下
谷
区
に
て

道
路
工
夫
と
な
り
苦
学
し
な
、
ま
た

坪
谷
の
矢
野
団
治
も
時
を
同
じ
く
し

て
上
京
し
て
い
る
。
大
正
十
二
年
関

東
大
震
災
に
あ
一
．
た
が
、
二
人
は
焼

跡
の
鉄
屑
等
で
鎚
を
作
り
金
儲
け
し

た
話
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
人
は
打

ち
連
れ
て
沼
津
の
牧
水
宅
を
訪
れ
、

尊
顔
を
仰
い
で
喜
び
を
得
た
と
い
・
り
。

　
大
正
十
三
年
十
月
に
二
人
と
も
故

簿

｝1レ酒

　●幽♂禽

誘
臆艀

レ
牧
水
の
弟
子
　
黒
木
伝
松

郷
へ
帰
る
が
、
伝
松
は
姉
の
嫁
い
で

い
る
熊
本
県
潤
水
村
へ
帰
っ
た
。
そ

の
後
伝
松
は
小
学
校
教
口
拭
免
許
を
取

り
各
地
の
教
員
を
し
、
後
に
鹿
児
島

市
高
等
女
学
校
教
員
も
し
て
い
た
．
、

大
平
洋
戦
争
で
空
襲
を
受
け
、
家
を

失
い
職
を
去
っ
て
熊
本
県
潤
水
村
に

引
き
あ
げ
、
本
職
の
鍛
治
業
を
始
め

た
．
、　

伝
松
は
生
来
の
短
歌
の
道
は
怠
ら

ず
、
終
生
作
歌
は
千
六
百
馬
首
に
な

⑱
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
へ
延
岡
城
山
公
園
）

教
育
長

　
　
渡
辺
邦
彦

な
つ
か
し
き
城
山
の
鐘
鳴
り
い
で
ぬ

を
さ
な
か
り
し
日
聞
き
し
ご
と
く
に

　
延
岡
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
城
山

は
旧
延
岡
城
地
で
、
さ
ほ
ど
高
い
山

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
頂
に
立
つ
と
市

内
は
も
と
よ
り
日
向
灘
や
、
は
る
か

な
山
々
を
一
望
に
見
渡
す
こ
と
が
で

き
、
花
の
城
山
と
し
て
以
前
か
ら
市

民
に
愛
さ
れ
て
い
る
公
園
で
す
．
、

　
公
園
入
ロ
か
ら
坂
道
を
上
っ
て
行

く
と
、
そ
の
中
腹
の
広
場
に
こ
の
牧

水
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

る
。
歌
集
と
し
て
野
鍛
治
、
野
鍛
治

以
後
等
発
刊
し
、
熊
本
県
並
び
に
中

央
歌
壇
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
伝
松
の
墓
は
、
日
向
市
水
月
寺
に

あ
り
、
妹
の
ヌ
イ
さ
ん
（
八
六
歳
）

は
健
在
で
日
向
市
東
草
場
に
在
住
、

奥
さ
ん
ま
さ
子
さ
ん
も
熊
本
に
て
健

在
で
す
、

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

そ
の
頂
上
に
は
鐘
楼
が
あ
り
、
「
時
を

告
ぐ
る
城
山
の
鐘
」
と
し
て
延
岡
の

人
達
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
坪
谷
小
学
校
四
年
間
を
終

え
た
後
、
延
岡
高
等
小
学
校
に
て
三

年
、
県
立
延
岡
中
学
校
で
五
年
、
結

局
八
年
間
の
学
業
生
活
を
延
岡
で
お

く
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
城
山

の
鐘
は
鳴
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
牧

水
も
そ
の
鐘
の
音
の
中
で
過
ご
し
た

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
牧
水
は
昭
和
二
年
、

喜
志
子
夫
人
を
伴
っ
て
揮
毫
旅
行
の

た
め
朝
鮮
に
渡
り
ま
し
た
が
、

そ
の
帰
途
（
七
月
二
十
四
日
）

母
方
の
叔
父
長
田
生
禅
の
台

雲
寺
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
時

に
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
す
。

城
山
か
ら
響
い
て
く
る
時
告

ぐ
る
鐘
を
聞
き
な
が
ら
、
少

年
時
代
の
八
年
間
を
な
つ
か

し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
歌
が
延
岡
最
後
の
歌
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
碑
は
昭
和
十
年
三

月
二
十
一
日
の
除
幕
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
で
第
三
番
目
の
牧
水
歌
碑
で
す
。

昭
和
三
年
に
亡
く
な
っ
た
牧
水
の
七

周
忌
の
年
に
、
牧
水
の
門
下
で
あ
っ

た
谷
自
路
さ
ん
と
越
智
漢
水
さ
ん
（

ご
両
名
と
も
故
人
）
が
首
唱
さ
れ
、

縁
故
の
あ
る
人
達
が
主
に
な
っ
て
建

立
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
延
岡
で
は
毎
年
三
月
三
十
一
日

に
、
こ
の
城
山
で
歌
碑
祭
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
牧
水
は
延
岡
で
揮
毫
会
を

催
し
た
後
、
七
月
二
十
五
日
に
故
郷

坪
谷
に
帰
っ
て
老
母
を
見
舞
い
、
父

の
暮
参
り
を
し
、
写
真
屋
を
呼
ん
で

故
郷
の
山
や
川
の
写
真
を
撮
ら
せ
る

な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
最
後

の
帰
郷
と
な
り
ま
し
た
。

＜
延
岡
城
山
公
園
の
歌
碑

琉轟

、
つ

こ“、
つ

と報町の平成2年8月号

鴨
憐
情
嚢
爵
｛

⑫
肥
満
の
話

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
鬼
塚
義
久

鴨、
為
・

　
肥
満
、
つ
ま
り
太
り
す
ぎ
が
成
人

病
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
、
よ
く
耳

に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
人
間
は
ど
う
し
て
太
る
の
で
し

ょ
う
か
一
、
そ
の
明
ら
か
な
原
因
は
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う
で
す
．
．
今
回

は
そ
の
肥
満
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す

　
ま
ず
、
肥
満
者
は
イ
ン
ス
リ
ン
が

増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
イ

ン
ス
リ
ン
と
は
、
膵
臓
で
作
ら
れ
る

物
質
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
働
か
な
い

と
糖
尿
病
に
な
る
と
い
う
重
要
な
も

の
で
す
．
、
そ
の
働
き
の
一
つ
に
、
脂

肪
合
成
の
促
進
作
用
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
リ
イ
ン
ス
リ
ン
の
増
加
は
、
肥

満
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
と
言

え
ま
す
．
．

　
食
べ
過
ぎ
る
と
太
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
の
中
に
は

満
腹
中
枢
と
い
っ
て
、
満
腹
感
を
感

じ
る
部
位
が
あ
り
ま
す
が
、
体
の
中

の
血
糖
値
が
だ
い
た
い
㎜
㎎
、
／
齪
に

な
る
と
満
腹
感
が
出
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
肥
満
に
な
り
や
す
い
人
は

そ
の
数
値
が
上
が
っ
て
も
満
腹
感
を

感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
．
、

　
ま
た
、
摂
食
回
数
に
よ
っ
て
も
異

な
っ
て
き
ま
す
．
．
同
じ
量
の
食
事
を

一
日
一
回
と
三
回
と
に
分
け
て
食
べ

た
場
合
で
は
、
三
回
に
分
け
た
方
が

太
ら
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り

動
物
実
験
で
も
そ
れ
が
確
か
め
ら
れ

て
い
ま
す
．
、
特
に
夜
食
を
と
っ
た
場

合
、
夜
間
は
カ
ロ
リ
ー
の
吸
収
が
良

く
な
る
た
め
に
太
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
肥
満
に
遺
伝
は
関
係
す
る
で
し
ょ

う
か
。
全
く
関
係
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
よ
う
で
す
が
、
太
っ
て
い
る

の
を
親
ゆ
ず
り
に
す
る
に
は
少
し
無

理
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
運
動
不
足
も
か
な
り
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
す
．
、
運
動
不
足
と
聞
く
と
、

ぴ
　
ρ

r
ひ
り

’

単
に
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
下
に
よ

り
肥
満
を
招
く
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
運
動
不
足
に
な
る
と
、

基
礎
代
謝
が
減
り
体
の
中
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
詩
聖
え
や
す
く
な
る
こ
と
が
関

与
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
小

児
期
の
肥
満
で
す
。
脂
肪
の
一
つ
に

脂
肪
細
胞
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

カ
　
そ
の
細
胞
に
脂
肪
が
た
ま
り
す

ぎ
る
と
肥
満
に
な
り
ま
す
。
そ
の
脂

肪
細
胞
は
、
妊
娠
末
期
、
生
後
一
年
、

思
春
期
に
非
常
に
増
え
る
時
期
が
あ

り
ま
す
。
現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
は

く
れ
ぐ
れ
も
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
以
上
肥
満
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
規
則
正
し
い

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
適
度
な

運
動
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

初
心
運
転
者
が
違
反
を
す
る
と
？

「
初
心
運
転
者
講
習
」
や
「
再
試
験
」

　
現
在
、
東
郷
町
の
車
の
免
許
証
所

有
者
は
三
千
七
十
一
名
で
、
全
入
口

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
．
．
ま

た
昨
年
の
免
許
取
得
は
百
二
十
三
名

と
毎
年
免
許
証
所
有
者
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
国
は
免
許
取
得
後
一
年

未
満
の
初
心
者
に
よ
る
事
故
が
多
い

と
言
う
こ
と
で
、
道
路
交
通
法
を
改

正
し
て
初
心
者
が
慎
重
に
運
転
す
る

よ
う
に
と
「
再
試
験
」
の
仕
組
み
を

設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
の
は
平
成
二
年
九
月
一
日
以
後

の
免
許
取
得
者
で
、
普
通
免
許
及
び

二
輪
、
原
付
免
許
そ
れ
ぞ
れ
取
得
後

一
年
間
を
初
心
者
運
転
期
間
に
定
め
、

そ
の
期
間
に
違
反
等
を
犯
し
一
定
の

基
準
（
合
計
違
反
点
数
が
三
点
以
上
・

但
し
一
回
の
違
反
で
三
点
に
達
し
た

場
合
は
除
く
）
に
該
当
し
た
人
に
「

初
心
運
転
者
講
習
」
を
行
い
ま
す
。

　
講
習
を
受
け
て
も
、
そ
の
後
初
心

者
運
転
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
間

に
ま
た
違
反
等
を
犯
し
一
定
の
基
準

に
該
当
し
た
場
合
は
『
再
試
験
』
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
再
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
人
ま

た
は
正
当
な
理
由
な
く
再
試
験
を
受

け
な
か
っ
た
人
は
、
免
許
を
取
り
消

さ
れ
ま
す
。
但
し
こ
の
場
合
、
欠
格

期
間
（
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
原
因

に
よ
り
免
許
試
験
を
受
け
ら
れ
な
い

期
間
）
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
ル
：
ル
を
守
り
違
反
や
事
故

を
起
こ
さ
な
い
交
通
安
全
の
町
づ
く

り
に
み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

月
光
の
ふ
る
裏
庭
に
亡
き
夫
は
梅
を

見
て
を
り
我
が
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

綜
椙
竹
の
鉢
に
緑
の
色
増
し
て
冬
を

越
し
た
る
息
吹
き
伝
ひ
来

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

牧
草
に
慣
れ
し
手
指
の
柔
ら
か
く
芒

の
傷
に
塩
気
の
凹
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

還
ら
ざ
る
夫
の
遺
影
に
嘲
い
つ
つ
孫

成
八
の
よ
ろ
こ
び
を
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

目
を
上
げ
て
仰
ぎ
し
山
の
頂
に
日
の

丸
あ
が
り
は
た
め
く
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

　
初
心
運
転
者
の
講
習
の
内
容

一、

H
上
に
お
け
る
運
転
実
技
演
習

∴、

H
上
運
転
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
ま
た
は
研
修

三、

V
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
法
（
ス
ク

リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
行
う
適
正
訓
練
）

に
よ
る
危
険
予
知
訓
練
等
七
時
間
程

度
の
演
習

簗
／

N籍て
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一
属

、
二

自
動
車
事
故
被
害
者
へ

　
国
が
さ
し
の
べ
る

　
　
　
「
援
護
の
手
」

交
通
遺
児
育
成
資
金
の
貸
付

▽
対
象
者

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

　
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
者
の

　
子
弟

▽
貸
付
金
額

　
当
初
の
一
時
金
　
　
1
3
万
8
千
円

　
貸
付
期
間
中
の
月
額
－
万
7
千
円

　
入
学
支
度
金
　
　
　
3
万
8
千
円

▽
貸
付
期
間

　
貸
付
決
定
の
時
か
ら
中
学
校
を
卒

　
業
す
る
時
ま
で

▽
利
子

　
無
利
子

▽
返
還
方
法

　
貸
付
終
了
後
六
ヶ
月
を
経
過
し
た

　
後
二
十
年
の
均
等
分
割
返
還
（
高

　
校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業

ま
で
猶
予
）

重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
「
介
護

料
の
支
給
」

▽
対
象
者

　
自
動
車
事
故
で
脳
挫
傷
・
脊
髄
損

　
傷
を
生
じ
た
方
で
】
定
の
基
準
に

　
合
致
す
る
も
の

▽
支
給
額

　
入
院
は
一
日
に
つ
き
4
0
0
0
円

　
自
宅
は
一
日
に
つ
き
2
0
0
0
円

※
詳
し
い
こ
と
は
自
動
車
事
故
対
策

　
セ
ン
タ
ー
宮
崎
支
所
へ
お
尋
ね
く

　
だ
さ
い
。

　
　
（
君
0
9
8
5
3
5
3
8
5
）

老
人
福
祉
館

移
転
の
お
し
ら
せ

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

伴
い
、
老
人
福
祉
館
が
林
業
研
修
館

内
（
東
郷
町
立
病
院
隣
）
へ
移
転
し

ま
し
た
。

行
政
相
談
・
人
権
相
談

▽
日
時
　
8
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

10

獅
ｩ
ら
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日

　　

@　

�
黷
ﾍ
休
み
に
な
り
ま
す

　
六
月
の
定
例
町
議
会
で
「
東
郷
町

の
休
日
を
定
め
る
条
例
」
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
定
め
ら
れ

た
町
の
休
日
は
、
日
曜
日
と
毎
月
の

第
二
、
第
四
土
曜
日
、
国
民
の
祝
日

と
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
日
、

及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の

一
月
三
日
ま
で
の
日
（
年
末
年
始
の

休
日
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
休
日
に
加
え
、
十
月
か

ら
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
も
役
場

は
休
み
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
休
日
に

は
町
の
機
関
の
執
務
は
原
則
と
し
て

行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
こ
の
土
曜
閉
庁
に
よ
る
四
週
六
休

制
の
導
入
は
、
国
の
機
関
が
昭
和
六

十
四
年
一
月
か
ら
、
県
が
平
成
元
年

八
月
か
ら
行
っ
て
お
り
町
も
こ
の
度

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
の
導
入
の
背
景
に
は
労
働
時

間
の
短
縮
問
題
が
国
際
的
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
金
融
機
関
を
は
じ
め
企
業
等
の
土

曜
休
業
に
併
せ
行
政
庁
も
こ
れ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
．
、

　
本
町
の
実
施
方
針
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
町

民
各
位
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
．

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
：
：
：
税
金

　
八
月
は
町
県
民
税
二
期
分
、
国
民

健
康
保
険
税
三
期
分
の
納
付
月
で
す
。

　
税
金
の
納
付
を
う
っ
か
り
忘
れ
る

な
ど
し
ま
す
と
督
促
を
う
け
財
産
を

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
り
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
た
り
し
て
不
陸
快
な
思
い
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
財
産
の
差

押
え
を
受
け
ま
す
と
取
引
銀
行
や
得

意
先
な
ど
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
税
金
は
町
民
が
豊

か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
県
や
町
が
行
う
幅
広
い
活
動
の
た

め
の
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
に
も
つ
と
も
関
係
の
深
い
教
育

道
路
、
公
園
や
水
道
、
住
宅
の
整
備

社
会
保
障
の
充
実
、
安
全
の
確
保
に

欠
か
せ
な
い
警
察
、
消
防
な
ど
の
活

動
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
一
人
一
人
の
負
担
す

る
税
金
に
よ
っ
て
町
民
全
体
の
安
全

で
豊
か
な
生
活
が
支
え
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
税
金
は
期
限
内
に
納
付

し
ま
し
ょ
う
。
都
合
に
よ
り
未
納
の

方
は
早
目
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
三
期

町
県
民
税
一
一
期

水
稲
共
済
掛
金
全
期

善
急6

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
迫
野
内
の
吉
田
康
子
さ
ん
か
ら

　
（
令
市
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
稲
田
吉
太
郎
さ
ん
か
ら

　
（
美
枝
子
さ
ん
・
7
3
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
甲
斐
榮
さ
ん
か
ら

　
（
チ
ヱ
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

（
六
月
届
出
分
）

結
婚
お
め
病
、
と
う

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
名

肩
田
美
枝
子
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